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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、都道府県立ミュージアムの運営の効率性を測る際に、Network DEA モデル

を用いて、中長期の影響を考慮することを試みた。また、立地地域の人口や交流人口、美

術館までのアクセスといった制御不能変数も組み込むことで、より現実に即した評価シス

テムを構築することに注力した。これにより、短期の効率値（VRS モデルで導出）よりも、

長期の効率値（Network DEA モデルで導出）の方が、効率値が下がった美術館は、ボラン

ティア参加者や賛助会員、アウトリーチ活動参加者が収入に繋がっていないことが要因で

あることが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 A revised Network Data Envelopment Analysis (Network DEA) was created by the 
researchers to account for the differences found in public museums in rural areas 
in Japan. The new measuring tool considered factors such as medium and long term 
effects of the number of residents and commuters as well as the accessibility to the 
museums. Based on the revised measurement, 8 out of 49 museums were considered to 
be inefficient. The three main problems were the small number of volunteers, few 
participants in museum events and monetary donations. This present study suggests 
incorporating factors of volunteers, monetary donations and increasing participants 
in events to raise the efficiency of museums. 
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１．研究開始当初の背景 

近年指定管理者制度が導入され、公共

施設の維持補修や管理運営への関心が高

まりつつある。しかし実際には、指定管

理者との契約期間が 3年から 5年と短く、

経費を削減することに重きが置かれてい

るように見受けられた。 
だが、短期的な効果のみを重視するこ

とで、失ってゆくものもある。例えば都

道府県立ミュージアム等の評価にあたっ

ては、中長期的な視点が必要である。な

ぜなら、文化施設は、公費を投入し普及・

啓蒙することが望ましい施設であり、芸

術文化の発展や普及、人材育成等の使命

を持つからである。また、歴史的文化遺

産の収集や保存・継承、鑑賞機会の提供

や文化活動支援等は高度な専門性を必要

とするため、運営改善に対しても短期的

な効果は見込みにくい。 

 従って、こうした施設の業績評価につい

て、理論的枠組みを再構築する余地がある

と考えた。 

２．研究の目的 

本研究の目的は、公立文化施設運営の効
率性を、地方財政論の視点から計量的に分
析することである。これまで、文化施設に
関する経済学分野での研究は、多くが文化
経済学の枠組みで行われてきた。財政制度
や法制度、文化政策の変遷などに関しては
多くの研究蓄積がある。だが、文化は経済
と相容れない神聖なものであるとする風潮
もあった。 
そこで本研究では、文化と経済とは両立

するという立場をとり、文化施設運営の効
率性の数値化を試みた。 

３．研究の方法 

 効率性を計測するにあたっては、DEA 
(Data Envelopment Analysis：効率性分析
法)を用いた。DEA とは、最も効率的な事業
体(DMU: Decision Making Unit)を基準に効
率的なフロンティアを求め、他の DMU の事
業を相対評価する手法である。さらに、
Network DEA モデルでは、第一段階
(Division 1)で投入されたインプットがア
ウトプットを生み出し、そのアウトプット
が第二段階(Division 2)のインプットにな
るという構造になっている。 
 短期の効率性を計測するに当たっては、
1998 年度から 2000 年度の平均値、中長期
は 1998 年度から 2003 年度の 6か年平均値
を用いた。 

 美術館等の施設面積や美術品等の収蔵品
展数、職員数などをインプットとして、短
期の収入をアウトプットとして効率値を計
測した。ただし、制御不能変数である施設
立地地域の人口や交流人口、美術館までの
アクセスの良さ等を、ダミー変数を用いて
モデルに組み込み効率値を計測した。 
 さらに、制御不能変数を Tobit モデルを
用いて数値を補正し、多段階の Network DEA
モデルを用いて効率値を計測した。 

４．研究成果 

 本研究は、文化施設のような、短期的で
はなく中長期の効果を勘案するべき施設の
効率値の測り方について模索することが目
的であった。そこで、Network DEA をもち
いることで、他施設との相対評価を行うこ
とができ、中長期的効率性を織り込むこと
ができた。さらに、立地場所などによる制
限により非効率を免れない施設に対しては、
Tobit モデルを用いて環境要因を考慮して、
再度多段階 Network DEA モデルで効率値を
計測することで、より現実に即した評価方
法になることが分かった。 
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表４ 変数と使用データの説明 
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